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アンケートのねらい

現計画の評価及び新計画の⽬標設定に必要な情報の聴取

∘総合計画「移動しやすく交流できるまちを⽬指します」を念頭に

公共交通に対する意識・⾏動変容を促す（→質問5）

∘東浦町の公共交通軸である「う・ら・ら」は、路線や時刻の
⾒直しが⼀段落

地区レベルで個別具体課題はいくつかあるが、町全体レベルでは⼀段落

∘新しくなった「う・ら・ら」を、より使ってもらう段階

∘利⽤促進で⽤いられる⼿法を実際に⾏い、町⺠の⽅々の意識・⾏
動の変化状況を把握して、新計画の具体策検討や評価材料とする



アンケート調査票の封⼊部数について

本⼈⽤１部、同居家族⽤２部を郵送にて配布

∘⽇本の平均世帯⼈員は2.39⼈（2019年度）

∘後述のお試し乗⾞券も３⼈分⽤意



質問１について

 現計画の成果⽬標指標の評価

 ①の外出頻度の「質」を把握
 例︓外出のほとんどが「通勤・
通学」な⼈は幸せか︖

 公共交通利⽤頻度や回答者属性
との関係を分析

 新計画の具体策の検討材料

 新計画の評価指標として
 「う・ら・ら」の利⽤機会づくり
の施策評価に⽤いる



（参考︓他⼈と会話や交流ができるおでかけ先の⼤切さ）

他⼈と会話や交流が少ない
と、外出頻度は減る

∘外出頻度が減れば、公共交通
利⽤者も減る

交流頻度や外出頻度が少な
い⾼齢者は、健康リスクが
あることが⽰唆されている※

∘医療・福祉分野の負担増など
社会的デメリット
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東京都福祉保健局 平成27年度「⾼齢者の⽣活実態」よりグラフ作成
（https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kiban/chosa_tokei/zenbun/heisei27/index.html）

※⻫藤雅茂, 近藤克則, 尾島俊之「健康指標との関連からみた⾼齢者の社会的孤⽴基準の検討」
⽇本公衛誌 2015;62(3)95-105



（参考︓質問１③に関連して想定される施策の⼀例）

他⼈と会話や交流ができるおでかけ先（＝“場”や“機会”）
と「う・ら・ら」をつなげて、より使ってもらう

∘地区で開かれている習い事や教室の時間を、「う・ら・ら」に
合わせて開く

∘地区や団体の⾏事で、「う・ら・ら」を使った催しを企画する

出典︓

https://www.city.aizuwakamatsu.fukushima.jp/docs
/2014103000063/files/naiyou.pdf

 例︓さわやか号定例ランチ会（福島県会津若松市）
 毎⽉第３⽊曜⽇は住⺠同⼠誘い合い、バスに乗って

街中までおでかけをしてランチをする
 バス利⽤体験の機会づくり、住⺠同⼠の交流の場、
おでかけの機会づくり、等



質問２と質問３について

 現計画の成果⽬標指標の評価

 公共交通利⽤頻度
 回答者の属性として把握するもので、

これ⾃体で何かを評価はできない
 「バスは使っていないが鉄道は使って
いる⼈はどう考えているのか︖」と

いった他の質問の分析に⽤いる

 ⾃由記述
 本調査で捕捉できなかった点はここで

把握する



質問４と質問５①について

 60代は成果⽬標指標の評価のため、
70代は前期・後期⾼齢者で分類でき
るよう、5歳ごとに選択肢を設けた

 12歳以上から抽出するため、⼩学⽣
以下の選択肢を設けた
 家族と相談して回答可能である旨は、
依頼⽂に記載

 新計画の評価指標として
 「う・ら・ら」の認知度を計る

•イベント等でも収集しやすく、経年評価が
しやすい簡易な指標として



質問５について（１）

アンケート形式で⾏うことができる利⽤促進の⼿法
（⾏動プラン法）を⽤いる

質問に答えることで、「う・ら・ら」を利⽤した
おでかけプランを⽴ててもらい、意識変容を促す

お試し乗⾞券を同封し、⾃発的な利⽤（＝⾏動変容）を促す

∘お試し乗⾞券の利⽤状況も、利⽤促進の効果指標に⽤いる



質問５について（２）

 本来の⾏動プラン法にはないが、
質問の流れとして適切なので、
ここに設けた

 似たようなバス停名があるため、
バス停番号の記載を求めた
 そのため「路線図・時刻表」の閲覧に
誘導した

 おでかけの⽬的地を考えてもらう
 ③は新計画に記載する利⽤促進策の
検討材料としても活⽤したい



質問５について（３）

 ④におでかけするための具体的なプラン

を作成

 ⾏動プラン法の効果指標１
 『「う・ら・ら」を利⽤しておでかけしてみ

たい』という意識変化の有無を把握する

 ⾏動プラン法の効果指標２
 「すぐ実⾏できそう」と考えている⼈ほど、

意識変化の度合いが⼤きく、実際の利⽤にも
つながりやすい

 お試し乗⾞券により実際の利⽤（＝⾏動変容）

を促す



質問５に関連する配布物について

楽しい「う・ら・ら」のはじめかた

∘ 「う・ら・ら」のガイドブックとして

∘おでかけの⽬的地を考える際のツールとして

お試し乗⾞券（前述）

路線図・時刻表

∘ おでかけプランを考える際のツールとして

東浦安⼼おでかけマップ2021

∘ おでかけの⽬的地を考える際の補助ツールとして

∘新型コロナウイルス感染症による不安感を払拭するツールとして


